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微分パルスポーラログラフ法によるアスコルビン酸とキノンの同時定量

武庫川女大家政　　西岡弘美　　内田三香子　○木田安子

　微分パルスポーラログラフ法をアスコルビン酸（AsA)の定量分析に応用し、加電圧掃引

方向の逆方向の測定方法をはじめて試み、AsAのピーク波高の顕著な増大を見出し、これに

よってAsAのポーラログラフ定量の感度を向上させることができた。今回この方法を用い酵

素的褐変の過程におけるキノンとAsAの反応を調べるため、ポリフェノール酵素反応液中に

　AsAを含ませ、生成するキノンとAsAの同時定量について検討した。

　基質には、カテキン、カテコール、カフェー酸、クロロゲン酸、チロシン、およびドーバ

ーを用い、それぞれの酵素反応液中でのAsAとキノンの変化について比較した。基質、AsA

を含むPH4.0～7.0緩衝液(Mcl^vaine処方）にポリフェノールオキシダーゼを加えて電解液

　（0.IN KNOa 支持電解質を含む）を調製し溶存酸素存在のままポーラログラフ測定を行い

　AsA波とキノン波の経時変化を測定した。

　いずれの基質の場合もキノン波（Ep十〇｡19V）の出現がみられ、AsA波と完全に分離するこ

とが認められた。反応初期に生成したキノン波は経時的に減少傾向を示し、各基質によって

その反応速度に差のあることが認められた。また、AsAを含ませた場合は、AsA波はいずれ

の基質の場合も経時的に低下し、AsAが酸化することがわかった。一方キノン波は、AsAを

含まない場合に比べて、遅れて出現し、AsA濃度による差も認められ、AsAがキノンの生成

に影響していることが明らかとなった。この同時定量方法を実際の試料に応用し、酵素的褐

変の過程を調べた結果、キノンの生成、AsAの減少と酵素的褐変に相互関係のあることが認

められた。

2Ja-2 　　カルボン酸水溶液および液状食品における

　　自然電極電位とアルミニウム溶出の関係

昭和女大家政　○福島正子　羽関恵美子　谷村顛雄

＜目的＞　水溶液中での金属アルミニウムの腐食については，その被膜生成についても考

慮する必要があるが，食品と接触する場合には主としてバルク溶液中のアルミニウムの量

が大きな問題となる。そこで各種のカルボン酸水溶液および液状食品への金属アルミニウ

ムの溶出傾向を簡Mに測定する方法として，自然電極電位経時変化曲線の応用を試みた。

＜方法＞　金属アルミニウムは純度99. 8％で直径0.9 cmの棒状のものを用いた。先端を測

定面とし80℃の1 %水酸化ナトリウム水溶液および1 ％酢酸水溶液で前処理後使用した。

　試料溶液は各租のカルボン酸水溶液と市販のジュース類；食品成分表に従って抽出した

茶浸出液およびコーヒー水溶液を用いた。

　自然電極電位はポテンショ／ガルバノスタットで銀・塩ｲﾋ銀電極を比較電極として測定

した。アルミニウム溶出量の測定にはフレームレス原子吸光分光光度計（at製･Z 9000≫）を

用いた。

＜結果＞　酢酸・リンゴ酸・シュウ酸・コハク酸水溶液の濃度が希薄な鳩合，金属アルミ

ニウムの自｡然電極電位経時変化曲線から算出した△E （最も貴の電位からi5時間後の電位

を引いた値）とアルミニウム溶出量には，相関関係が見られることがわかった，また，茶

浸出液やコ-ヒー水溶液においては，△Ｅ値とアルミニウム溶出量はほぼ比例関係を示し

たが. V'ュ-ス類については，構成する有機酸が類似している場合に限り△Ｅはアルミ４

ウム溶出量と比例関係を示すことがわかった。
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